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f(x) =
Z x+ ¼

3

x
sinµ dµ とおく．

(1) f0(x) を求めよ．

(2) 0 5 x 5 ¼ における f(x) の最大値と最小値，およびそのときの x を求めよ．� �
【テーマ】：絶対値を含む定積分S Ð ]
(1) は，微分積分学の基本定理を用います．(2) は，(1) で求めた f0(x) を用いて増減表をかきますが，絶対値が

あるため場合分けが必要になります．g q
| Ä

D

(1) 微分積分学の基本定理より，

f0(x) = sin #x+ ¼
3
; ¡ sinx ÝÝ(答)

(2) 0 5 x 5 ¼ のとき，¼
3

5 x+ ¼
3

5 4
3
¼ であるから，

Q ¼
3

5 x+ ¼
3

5 ¼ すなわち 0 5 x 5 2
3
¼ のとき，f0(x) = sin #x+ ¼

3
;¡ sinx

R ¼ 5 x+ ¼
3

5 4
3
¼ すなわち 2

3
¼ 5 x 5 ¼ のとき，f0(x) = ¡ sin #x+ ¼

3
;¡ sinx

Q において，f0(x) = 0 のとき，sin #x+ ¼
3
; = sinx であるから，

¼¡ x= x+ ¼
3

() x= ¼
3

R において，f0(x) = 0 のとき，sin #x+ ¼
3
; = ¡ sinx であるから，

2¼¡ x = x+ ¼
3

() x= 5
6
¼

よって，増減表は次のようになる．
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f(0) =
Z

¼
3

0
sinµ dµ = �¡ cosµ„ ¼3

0
=
1
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f # ¼
3
; = Z 2

3
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6
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f(¼) =
Z

4
3
¼

¼
(¡ sinµ) dµ = � cosµ„ 43 ¼

¼
=
1
2

ゆえに，f(x) の最大値と最小値は，W 最大値： 1 #x = ¼
3
;

最小値： 2¡
p
3 #x = 5

6
¼; ÝÝ(答)
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(1) は，次の微分積分学の基本定理を用います．頻出ですから必ず使えるようにしましょう．本問では，R を用い

ています．
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g 【微分積分学の基本定理】

a を定数，x は t に無関係な変数，g(x);h(x) は連続で微分可能な関数とする．

Q d
dx

Z x

a
f(t) dt = f(x)

R d
dx

Z g(x)

h(x)
f(t) dt = f(g(x))g0(x)¡ f(h(x))h0(x)

(2) は，絶対値を外さなければ積分ができないため，x による場合分けが必要になります．なお，f0(x) = 0 を解

く際は x の値の範囲に注意をして解きましょう．三角関数において，

sin(¼¡ x) = sinx; sin(2¼¡ x) = ¡ sinx

が成り立つことを用いて解いています．
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